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読

本

作

家

の
構

成

能

力

の
問

題

ー

桜
姫
全
伝
曙

草
紙

を
よ
す

が
と

L
て

山
東
京
伝

の
場
合
i

目

加

田

さ

く

を

寛

延
二
年
　

大
阪

の
地

に

古

今

奇

談

来
、
陸
続
と
後
を
逐
う
た
怪
談
登
志
男

屋
夜
話

古

今

奇

談

本
朝
水
滸
伝
　

繁
夜
話

日
本
水
滸
伝
…

潜
伝
女
水
滸
伝
古

今

奇

談

西
山
物
語

古

今

奇

談
翁

草

英
草
紙
が
発

刊

さ

れ

て

以

諸
州
奇
事
談
　

古
今
茅

諸
国
怪
談
帳

席
上
奇

観
垣
根
草

古

今

小

説

怪
異
夜
話
、
怪

異

談

叢
　

古
今
綺

談
続
編
奇
談
萎
句
冊
…

当
世
操
車

雨
月
物
語

唐

錦
　

坂
東
水

古

今

奇

談
深
山
草

等
々
の
初
期
読
本
は
、
水
滸

伝
物

を
除
く
殆
ん
ど
が
拍
案
驚
奇
や
警
世
通
言
、
醒
生
恒
言
、
喩
世

明
言

、
今
古
奇
観
、
勇
燈
新
話
、
勇
燈
余
話
等
に
出
典
を
仰

い
だ
所

謂
支

那
種
の
怪
談
集
乃
至
奇
異
談
集
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ

て
そ
れ
ら
は
個
々
の
短
篇
の
怪
異
談
よ
り
な
る
短
篇
集
で
あ
っ
て
、

未
だ
読
本
ら
し
い
面
目
を
も

っ
た
長
篇
、
中
篇
の
出
現
は
未
だ
し
か

っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
、

当
時
期

に
お
け
る
水
滸
伝
物
は
又
、
あ
ま

り
に
も
幼
稚
な
醜
案
物
の
域
に
と
ゞ
ま
る
も
の
で
あ

っ
て
、
後
世
、

そ
の
系
流
の
頂
点
と
し
て
馬
琴
の
南
総
里
見
八
犬
伝
を
結
実
し
得
た

と
い
う
文
学
史
的
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ

な
い
作
品
群
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

更
に
江
戸
期
に
入

っ
て
も
、
通
俗
大
聖
伝
　

拍

掌

奇

談

巷

圃

考

,
説
菟

道

園

、

凧
塑

紙
　

い
ろ
は
酔
故
伝
　

高
尾
千
字
文
　

月
下
清
談
　

忠
臣
水
滸
伝

石
言
遺
響
　

燈
下
戯
墨

奇復
談讐

一玉

の
枝
　

月
氷
奇
縁
　

憂
曇
華
物
語
　

稚
枝
鳩
　

等
の
如
き
作
品
が
出
現
す
る
に
及
ん

で
愈
々
、
中
篇
、
長
篇
の
出
現
の
機
が
熟

し
て
来
た
事
を
想
わ
せ
る

の
で
あ
る
。
果
し
て
翌
文
化
二
年
　

十
二
月
、
通
俗
大
聖
伝
以
来
、

読
本
に
も
才
筆
を
伸
そ
う
と
し
て
習
作
を
重
ね
て
い
た

山

東
京
伝

の
手
に
よ
り

曙
草
紙
が
発
党
さ
れ
る
に
到

っ
た
。

本

草
紙

は
五
巻
二
十
回
よ
り
な
る
中
篇
で
、

首

尾

一
貫
し
た
如
何

に
も
読

本
ら
し
い
体
裁
を
備

え
た
作
品
と
し
て
世

に
出

た
わ
け
で
あ
る
。

桜

姫

全

伝

さ

て

、
京

伝

の

桜

姫

全

伝
曙
草
紙
が
出
現
す
る
以
前

に

お

い

て
、

所
謂
、
桜
姫
物
と
し
て
、

ど
の
様
な
作
品
が
世
ヒ
に
流
布
し
て
い
た



で
あ
ろ
う
か
。
本
草
紙
の
例
言
に
お
い
て

「
此
書
何
人
の
作
な
る
こ

と
を
詳
に
せ
ず
友
人
拝
田
泥
牛
子
市
に
購
ひ
得
た
る
所
な
り
会
木
偶

に
舞
は
し
め
歌
舞
伎
に
作
り
て
普
く
児
女
の
耳
目
に
ふ
れ
た
る
美
女

桜
姫

一
期
盛
衰
の
事
を
記
し
正
史
実
録
は
更
な
り
野
史
稗
説
と
い
へ

ど
も

い
ま
だ
載
せ
ざ
る
奇
談
な
り
云
々
」
と
言

っ
て
い
る
。

「
此
書

云
々
市
に
購
ひ
得
た
る
所
な
り
」
は
も
と
よ
り
虚
構

の
言

で

あ

る

が
、
美
女
桜
姫
を
題
材
に
し
た

「
桜
姫
も
の
」
が
、
既
に
人
形
浄
瑠
璃

や
歌
舞
伎
に
屡
々
上
演
さ
れ
て
い
た
事
は
事
実
で
あ
る
。
今
日
、歌
舞

伎
、
人
形
浄
瑠
璃
上
演
史
上
、
桜
姫
清
玄
物
で
最
も
古
く
は
、
土
佐

少
橡
橘
正
勝
に
よ
る

コ

心
二
河
白
道
」
の
延
宝
二
年
　
三
月

興
行

で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

次
い
で
全
五
年
　
頃

、
江
戸

市
村
座
に

「
清
玄
七
年
の
亡
魂
」
、
天
和
三
年
　
三
月

江
戸
森
田
座

「
女
若
二
河
白
道
」
の
上
演
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
元
禄
十

一
年
　

春
、

京
都
万
太
夫
座
興
行
の
近
松
門
左
衛
門
作

「
一
心
二

河
臼

道
」
は
著
名
で
あ
る
。
更
に
津
打
治
兵

衛

の

「
一
心

二
河
白

道
」
が
あ
り
、
以
上
の
諸
作
品
が
中
心
と
な
っ
て
、
「
桜
姫
物
」
に
お

け
る
代
表
的
ゆ
き
方
(A
)
と
し
て
、

恐
ら
く
最
も
古
い
タ
イ
プ
と
し

て
、

「
一
心
二
河
白
道
」
系
流
を
形
づ
く
っ
て
い
る
と
想
わ
れ
る
。

そ
の
構
成
を
最
も
著
名
で
あ
る
と
こ
ろ
の
近
松

の

「
一
心

二

河
白

道
」

を
と

っ
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
主
人
公

桜
姫

○
そ
の
父

丹
波
国
佐
伯
郡
司
秋
高

○
家

老

○
そ
の
妻

○
そ
の
子

○
妹
○
め
の
と

○
腰

元

○
恋

人

○
下

人

○
化
生
女

△
恋

敵

×
恋

敵

×
家

老

×
そ
の
弟

×

さ
ゝ
め
太
夫

お
た
け

小

ふ
じ

清
松

花
鳥
の
前

さ
え
だ

三
木
丞
よ
し
な
が

弥
太
郎

式
部
卿
清
玄

清
水
寺
住
持
園
部
兵
衛
正
連

桑
田
藤
太

軍

平

芥
川
源
五

山
崎
楡
重

源
五
妻
、
妹
、
腰
元
そ
の
他

(
○
印
味
方

×
印
仇
役
)

第

一
幕
に
清
水
寺
の
場
が
あ
る
。

姫
に
横
恋
慕
の
許
婚
者
園
部
兵

衛
が
登
場
し
、
事
件
の
説
明
役
を
果
す
。
次
に
姫
が
登
場
、
清
水
の

舞
台
に
登
る
。

そ
こ
へ
三
木
丞
よ
し
な
が
と
い
う
伊
達
若
衆
が
登
場

し
、
そ
れ
を
姫
が
見
初
め
、
如
何
に
も
初
期
の
歌
舞
伎
ら
し
い
褒
詞

の
や
り
と
り
が
あ
る
。
姫

の
方
か
ら
積
極
的
に
働
ら
き
か
け
、
計
を

も

っ
て
誓
約
書
に
署
名
さ
せ
る
。
ご
ゝ
で
は
三
木
丞
は
、

あ
ま
り
姫



に
好

意
を
も
た
ず
、
下
人
の
知
恵
を
か
り
て
無
理
ぜ
め
の
署
名
に
、

「
べ
か
こ
の
ち
や
の
み
や
」
と
す
る
。

そ
の
あ
と
清
玄
み
そ
め
と
な

り
、
煩
閣
と
な
る
。

桜
姫
を
か
ば
う
清
玄
が
園
部
に
た

ゝ
き
ふ
せ
ら

れ
る
が
、
計
に
よ
っ
て
園
部
の
鉄
砲
を
と
り
、
姫
に
去
状
を
か

ゝ
せ

る
　

姫

に
か
ら
む

恋
敵
除
去
の
助
け
を
す
る
　

さ
ゝ
め
太
夫

の
献
言
に
よ
り
姫
は
三
木
丞
と
祝
言
と
な
る
。

清
玄
は
姫
の
恋
人
が

わ
が
念
者
三
木
丞
と
し
り
姫
を
あ
き
ら
め

二
人
の
為
に
尽
力
す
る
。

仇
役
園
部
が
切
り
こ
み
姫
を
逃
が
す
。
こ
れ
で
上
巻
は
終
り
、

あ
と

中
、
下
二
巻
で
は
、
忠
義
の
家
老
さ
ゝ
め
太
夫

一
家

の
苦

労

(中

巻
)

と
、
閻
魔
大
王
の
前
に
に
引
き
出
さ
れ
た
姫
が
再
び
娑
婆

へ
帰

さ
れ
る
　

清
水
寺
で
桜
姫
頓
死
、
蘇
生
と
照
応
す
る
　

、
火

の

川
、
水
の
川
が
あ
ら
わ
れ
る
巻
で
、
園
部
兵
衛
が

討

た

れ

る

(
下

巻
)

と
い
う
後
世
の
桜
姫
物
と
は
大
分
違

っ
た
ゆ
き
方
で
あ
る
。

た

だ
、
姫
と
そ
の
恋
人
、
横
恋
慕
す
る
清
玄
、
も

っ
と
強
度

の
敵
役
的

性
格

の
恋
仇
、
忠
臣
と
そ
の
家
族
、
逆
臣
と
そ
の

一
族
、
と
い
う
人

物
は
す
で
に
そ
ろ

っ
て
い
る
。

こ
の
系
流
の
最
大
特
色
は
所
謂
女
若

二
河
道
で
、
清
玄
が
姫
の
恋
人
と
念
者
関
係
を
も

つ
と
い
う
事
。

こ

の
変

型
が
桜
姫
東
文
章
の
白
菊
丸
と
自
休
　

(
桜
姫
が
白
菊
丸
で

あ
る
が
)
　

と
な

っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
又
こ
ゝ
で
は
、

清
玄

が
念
者
に
恋
を
譲
り

悟
淡
で
あ
る
事
は
面
臼

い
清
玄
物
と
い
え

る
。
更
に
。

桜
姫
の
よ
み
が
え
り
の
原
型
が
出
て
い
る
事
で
あ
る
。

さ
て
(
B
)
は
、
宝
暦
十
二
年
㎜
三
月
京
都
蛭
子
屋
座
所
演
の
操
浄

覆

瀧

琳
花
係
図
都
鑑
,
そ
れ
を
歌
舞
整

し
て
全
年
七
月

大
阪

三
桝
大
五
郎
座
で
初
代
歌
右
衛
門
が
始
め
て
清
玄
を
演
じ
、
明
和
六

年
縣

三
月
江
戸
中
村
座
で
再
度
演
じ
た
と

い
わ
れ
る

「
清
水
清
玄
六

道
巡
り
」
系
の
も
の
、即
ち
、
黙
阿
弥
の

「
傾
城
入
相
桜
」
に
つ
な
が

る
系
列
、

「
音
羽
山
恋
慕
飛
泉
菊
池
大
友
姻

袖
鑑

桜

姫

操

大

全
　

等
々
が
こ
れ
に
属
す
る
。

こ
れ
ら

に
お
い
て
は
、
桜
姫
の
恋

人
が
清
水
宿
直
之
助
清
玄
で
、
同
字
の
清
玄
法
師
が
犠
牲
に
な
る
と

こ
ろ
に
清
玄
執
念
の
契
機
を
置
く
も
の
で
あ
る
。

(C
)
に
お
い
て
は
、
所
謂
隅
田
川
、
松
若
、
梅
若
、
信
夫
惣
太
に

か
ら
ま
っ
て
く
る

一
系
列
の
桜
姫
物
で
あ
る
。
御
摂
垂
曽
我
㈱

都

鳥
弥
生
渡

松
春
寿
曽
我
　

(後
の
隅
田
川
花
御
所
染
　
桜
姫
東

文

章
)
等
で
あ
る
。

(
D
)
は
、

寛
政
三
年
　
七
月
所
演
の

「
女
達
高
麗
屋
経
緯
」

、

(
後
の
閨
扇
墨
染
桜
　

隅
田
川
花
御
所
染
　
)
等
で
あ

っ
て
、
女

清
玄
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。

(理
)
は
二
人
亡
霊
乃
至
法
界
坊
に
か
ゝ
わ
り
を
も
つ
も
の
で
あ
っ

て
宝
暦
七
年
　

常
磐
津

コ
一人
浅
間
」

に
お
い
て
曽

我
十
郎
祐
成

に
対
し
て
出
た

「
八

橋
」

の
姿
が
二
人
あ
り
、

一
人
の
亡
霊
は
桜

姫
に
怨
を
吐
く
清
玄
で
あ
る
。

こ
れ
は
独
立
し
た

一
系
流
を
形
成
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
二
人
桜
姫
の
着
想
の
典

拠

と
考

え
ら

れ
、
後
世
、
隅
田
川
続
悌
等
に
お
い
て
、
清
玄
と
法
界
坊
、
桜
姫
と

野
分
姫
と
い
う
風
に
、
隅
田
川
の
世
界
に
桜
姫
物
が
転
移
さ
せ
ら
れ



た
場
合
混
線
を
き
た
す
の
は
、
常
磐
津
、
所
作
事
に

「
二
人
浅
間
」

「
双
面
」

、

「
葱
売
」

が
流
行
し
て
い
た
ゝ
め
で
あ
ろ
う
と
想
わ
れ

る
の

で
あ
る
。

以
ヒ
、
桜
姫
清
玄
物
は
、
操
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
、
所
作
事
、
常
磐

津
に
お
い
て
、
流
行
す
る
に
つ
れ
、

或
は
隅
田
川
と
か
ら
ま
せ
て
姫

の
恋
人
を
松
若
に
、
恋
敵
役
に
信
夫
惣
太
と
く
み
替
え
た
り
、
或
は

女
清
玄
ま
で
出
現
さ
せ
て
異
色
を
出
す
と
い
う
風
に
、
種
々
の
趣
向

が
試

み
ら
れ
る
に
到

っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
を
う
け
て

京
伝

は
ど
の
様
な
桜
姫
物
を
読
本
と
し
て
形
成

し
よ
う
と
し
た
で
あ

ろ
う
か
。

そ
の
様
相

に
彼
の
構
成
力
の
資
質
を
み
よ
う
と
思
う
の
で

あ
る
。
京
伝
は
、
桜
姫
に
ま
と
う
執
念
の
清
玄
を
純
粋

に
と
り
あ
げ
、
そ

れ
を
深
刻
化
し
て
緊
密
な
構
成
を
試

み
よ

う

と

し

た
。
彼
は
、
桜

姫
物

に
お
い
て
、
未
だ
出
現
し
な
か

っ
た
姫

の
母

(野
分
の
方
)
を

設
定

し
、
重
要
な
役
割
を
与
え
た
。

又
こ
れ
も
新
し
く
愛
妾
玉
琴
を

登
場

さ
せ
、
母
の
嫉
妬
に
よ
る
惨
殺
と
い
う
悪
因
に
よ
り
姫
が
清
玄

に
つ
き
ま
と
わ
れ
、
母
が
変
死
す
る
悪
果
を
招
来
す
る
と
い
う
因
果

律
を
根
本
に
た
て
た
の
で
あ
る
。

敢
て
破
戒
僧
と
な
っ
た
清
玄
の
慕

情
に
も
不
拘
、
遂
げ
ら
れ
ざ
る
恋
の
妄
執
は
、
異
母
兄
妹

と
い
う
因

縁
に
よ
っ
て
ぬ
き
さ
し
な
ら
ぬ
輩
固
な
位
相
を
決
め
た
の
で
あ
る
。

曙
草

紙
五
巻
二
十
回
の
構
成
を
み
る
と

第

一
回

○
事
林
広
記
を
引
用
し
、
悪
因
悪
果
の
理
す
み
や
か
に
到

っ
た
実
鰍

と
し
て
桜
姫
物
語
を
提
示
す
る
と
い
う
序
言

○
物
語
の

「
時
」

(人
皇
八
十
二
代
後

鳥

羽

院

の
御
宇
)
、
「
所
」

(丹
波
国
桑
田
郡
)
、
「
人
」

(鷲
尾
十
郎
左
衛
門
義
治
)

の
三
設
定

○
真
野
水
二
郎
の
生
い
立
よ
り
改
心
し
て
弥
陀
二
郎
と
な
り
諸
国
行

脚
に
出
る
迄
。
第

一
回
は
近
く
は
第
三
回

胎
児

(清
玄
)
救
済
の
伏

線
で
あ
る
が
、
全
体
か
ら
み
る
時
は
第
十
九
回
の
終
末

(第

二
十
回

は
っ
け
た
し
、
後
日
諏
と
み
る
べ
き
物
)

阿
閣
梨
こ
れ
を
聞
き
て
殊
勝

に
思
は
れ
云
々
、
宗
雄
弥
陀
二
郎
道

心
を
具
し
て
館
を
出
で
ん
と
す
。
田
島

、
篠
村
こ
れ
を
と
団
む
る

に
詞
な
く
涙
と
と
も
に
送
り
け
り

に
照
応
す
る
も
の
で
、
曙
草
紙

一
篇
の
外
枠
を
な
し
て
い
る
。

こ
の

枠
内
で
生
起
し
た
悪
因
縁
は
悪
果
報
に
よ

っ
て
払
い
浄
め
ら
れ
た
　

(
野
分
雷
死
)
　

あ
と
宗
雄
は
鷲
尾
家

の
家
督
を
義
治
の
甥
に
継

が
せ
、
舅
姑
妻
義
兄
母
子
の
追
善
に
雲
水

の
旅
に
出
る
と
い

う
風
に

恩
讐

の
巷
を

一
歩
出
離
さ
せ
て
巻
を
了
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
全
体

の
大
序
で
あ
り
、
三
回
以
下
の
伏
線
を
も
か
ね
た
、
事
件
の
説
明
に

あ
た
る
の
が

一
回
で
あ
る
。

第
二
回

上
昇
動
作

義
治
が
玉
琴
を
溺
愛
し
野
分
の
嫉
妬
を
招

く
、
妊
計
の
契
機
と
し
て

尾
長
の
蝦
墓
が
巧
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

盗
賊
蝦
墓
丸
は
既

に

清
水
清
玄

(B
系
)
に
出
て
い
る
。



第

三
回

頂
点

野
分

の
方
玉
琴
を
惨
殺
す
る

第

四
回

下
降
動
作

玉
琴

の
塊
瞬
胎
児
に
還
着
し
、
弥
陀
二
郎
に
救
わ
れ
る
。

第
五
回

終
末
動
作

輔
裏
遺
書
を
遺
し
て
公
連
自
害

以
上
五
回
迄
で
、
玉
琴
惨
殺
事
件
、
が
生
起
し
終
末
す
る
。
こ
の

一
事
件
の
頂
点
は
、
惨
忍
な
玉
琴
殺

し
の
場
で
あ
る
。

歌
舞
伎
に
そ

の
ま

ゝ
の
る
場
面
で
あ
る
。
殺
し
を
頂
点
と
す
る
玉
琴
事
件
は
、全
体

の
所
謂
悪
因
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
曙
草
紙

一
篇
か
ら
見
れ
ば
、
一

回
二
回
は
事
件
の
説
明
、

(
a
)

三
回
以
下
は
上
昇
動
作

(
a
)
で

あ
る
。

五
回
の
公
連
自
害
は
悪
因
玉
琴
惨
殺
事
件
の
終
末
動
作
で
あ

る
と
共
に
、
忠
臣
篠
村
公
光
登
場
の
場
、

そ
の
意
味
で
事
件
の
説
明

で
も
あ
る
。

第
六
回

事
件
の
説
明

(
a
)

(
A
)

(
B
)

(
C
)

桜
姫

の
誕
生

第

七
回

上
昇
動
作

(
三
種
)

(A
)

(
B
)

(C
)

清
玄
桜
姫
を
春
恋
す
る

(A
)
。

信

太

平
太
夫
の
家
人
姫
を
奪
は

ん
と
す
る

(
B
)
。

桜
姫
播
州
宍
栗
の
郡
士
伴
希
雄
の
息
三
木
之
助

宗
雄

と
相
識
る

(
C
)
。

「
二
河
白
道
」
系
恋
人
三
本
丞
の
名
の
系

統
を
継
ぐ
三
木
之
助
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
二

河
白
道
」
第

一
場
の
場

面
以
来
、
必
須
の

一
幕
で
あ
る
。

但
し
清
玄
は
京
伝
に
お
い
て
は
恋
敵
役
信

太
平
太
夫
系
の
家
来
と
争

わ
せ
ず
、
姫
の
忠
臣
が
こ
れ
と
争
う
事
に
し
た
。

第
八
回

上
昇
動
作

(A
)

清
玄
の
落
醜
。

第
九
回

上
昇
動
作

(
a
)

弥
陀
二
郎
と
常
照
阿
閣
梨
と
の
遅
遁
-

十
九
回
の
伏
線
。

弥
陀
二
郎
と
篠
村
公
光
と
の
濯
遁
。

第
十
回

上
昇
動
作

(C
)

桜
姫
宗
雄
を
慕

い
病
臥
、
桜
姫
宗
雄
と
通
ず
る
。

第
十

一
回

上
昇
動
作

(
B
)

事
件
説
明

(
D
)

(
E
)

義
治
、
信
太
平
太
夫
勝
岡
蝦
墓
丸
に
亡
ぼ
さ
れ
る
。

(
B
)
野
分
、

桜
姫
逃
亡

(
D
)

(
E
)
。

第
十
二
回

上
昇
動
作

(
D
)

(
E
)

野
分
蝦
墓
丸
に
誘
わ
れ
る
。

(D
)
は
野
分
蝦
墓
丸
課
。

第
十
三
回

頂
点

(E
)

上
昇
動
作

(D
)

野
分
蝦
基
丸
の
妻
子
を
虐
げ
る
。
小
萩
殺

さ
れ
る
。

第
十
四
回

終
末

(
E
)

二
人
比
丘
尼
発
心
話

へ
E
)
は
挿
話
と
し
て
終
末
す
る
。

第
十
五
回

上
昇
動
作

(A
)

(C
)

桜
姫
宗
雄
を
恋

い
前
途
を
悲
観
し
て
仮
屋

に
死
亡
。

第
十
六
回

頂
点

(
A
)

桜
姫
清
玄
の
庵
室
に
て
甦
生
、
清
玄
の
執
着
に
悩

ま
さ
れ
、
清
玄
弥



陀
二
郎

に
斬
殺
さ
れ
、
清
玄
の
妄
念
二
人
を
引
き
戻
す
。

第
十

七
回

(頂
点
)

(
B
)

(
D
)

鷲
尾
の
家
臣
信
太
平
太
夫
を
亡
ぼ
す
。

野
分
蝦
墓
丸
を
夫

の
仇
と
し

り
殺
害

さ
れ
ん
と
し
て
田
鳥
造
酒
丞
に
救
援
さ
れ

蝦
墓
丸
を
討
ち
と

る
。第
十
八
回

終
末

(
B
)

上
昇
動
作

(
C
)

頂
点

(C
)

鷲
尾
復
興
す
る

(
B
)
。
桜
姫
成
婚
、
桜
姫
妖
気
に
悩
ま
さ
れ
る

。

第
十
九
回

頂
点

(
a
)

終
末

(
a
)

・

桜
姫
二
人
。
野
分
の
惨
虐
暴
露
。
玉
琴
の
怨
念

成

仏
。
桜
姫
骸
骨
と

な
る
。
野
分
雷
死
。
宗
雄
出
家
。
義
治
の
甥
相
続
と
決
定
。

第
二
十
回

終
末

(
a
)

(C
)

(E

)

(
A
)

鷲
尾
義

基
繁
昌

悪
因
払
拭
　

宗
雄
出
家
。
桜
姫
親
子
兄
弟
五
人
成
仏
。

楊
貴
妃
桜

に
よ
る
証
明
。
松
虫
鈴
虫
の
回
向
。

以
上

の
如
く
、
玉
琴
虐
殺
事
件
が
悪
因
と
な

っ
て
、
清
玄
桜
姫

の
事

件

(
A
)
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
相
ま
っ
て
、
鷲
尾
家

滅
亡
、
再
興
の
事
件

(
B
)
、
桜
姫
宗
雄
の
恋
愛
、
結
婚
、
死
別

の

事
件

(
C
)
、
野
分
と
蝦
墓
丸
の
事
件

(
D
)
、

二
人
比
丘
尼

へ松

虫
鈴
虫

)
の
話

(
E
)
、
が
生
起
消
長
し
て
ゆ
く
の
で
あ
っ
て
、

こ

れ
ら
が
な
い
ま
ぜ
ら
れ
て
筋
を
複
雑
緊
密
に
し
中
篇

と
し
て
よ
く
ま

と
ま

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
た
冒
桜
姫
と
宗
雄
の
恋
愛
、
結
婚

の
事
件

(
C
)
と
清
玄
の
執
念

(A
)

と
が
直
接
関
係
し
な
い
と
こ

う
に
、
即
ち
、後
世
歌
舞
伎
脚
本
で
は
効
果
を

あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
清
玄
が
桜
姫
の
宗
雄
を
慕
う
姿
に

一
層
嫉
妬
の
炎
を
か
き
た
て

得
な
か

っ
た
、

「妾
に
は
夫
あ
り
云
々
」

の
姫
の
言
に
対
し
て
清
玄

が
反
応
を
示
さ
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
、
京
伝

と
し
て
は
、

大
き
な
ぬ

か
り
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
、
前
述
近
松
の
歌
舞
伎

脚
本

に
比

す
れ
ば

一
世
紀
の

へ
だ

ゝ
り
は
十
分
に
感
じ
と
れ
る
進
歩
で
あ
る
。

本
草
紙
の
敵
役
の
特
殊
性
に
つ
い
て

;
口
す

れ
ば
、
類
型
的
な
悪
役

は
、
信
太
平
大
夫

一
人
で
あ
る
。
即
ち
、
本
草
紙
に
お
い
て
は
主
人

公
姫
、
そ
の
父
、
そ
の
母
、

三
人
三
様
の
敵

役
を
も

っ
て
い
る
。
父

の
敵
役
は
、

そ
の
父
祖
に
討
伐
さ
れ
た
海
賊
の
子
蝦
基
丸
で
あ
る
。

即
ち
、
恨
を
買
う
因
縁
が
当
方
に
あ
る
敵
で
あ
る
。

母
野
分
の
敵
役

は
玉
琴
で
あ
る
が
、
当
時
封
建
社
会

に
お
い
て
子
種
の
な
い
本
妻
に

は
当
然
蓄
妾
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
暗
黙

の
不
文
律
が
あ
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
蓄
妾
の
責
任
は
本
妻
に
あ
り
と
さ
れ
た
、
即
ち
野
分
自
身
の

不
妊
に
よ
っ
て
妾
と
し
て
贈
わ
れ
た
玉
琴
の
懐
胎
に
恨
を
有

つ
事
自

体
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
立
場
に
あ
り
乍
ら
、

こ
れ
を
惨
殺
し
て
怨
霊

と
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

本
草
紙
唯

一
の
純
然
た
る
悪
役
、
即
ち
、

桜
姫
悲
劇
の
基
と
な
る
仇
役
は
め
ぐ
り
め
ぐ

っ
て
実
は
母
野
分
で
あ

る
、
と
い
う
設
定
の
し
方
で
あ
る
。
姫
の
も

つ
敵
役
清
玄
は
、

生
母

の
罪
悪
の
報
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
太
夫

一
人

が
あ
り

ふ
れ
た
憎
ま
れ
役
で
あ
る
。
敵

は
己
が
心
に
と
い
う
近
代
戯

曲
の
ゆ
き
方

に
京
伝
は
甚
だ
迫

っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。



上
述

み
て
来
た
曙
草
紙
二
十
回
の
中
、
挿
話
に
と
み
、
そ
れ
が
随

所
に
頂
点
、
即
ち

み
せ
場
を
も
つ
と
い
う
事
は
、

人
形
浄
瑠
璃
、

歌
舞
伎
と
相
影
響
し
あ
っ
て
い
た
京
伝
、

馬
琴
ら
読
本
作
家
の
立
場

と
し
て
、

歌
舞
伎
の
場
面
が
脳
裏
に
動
い
て
の
場
面
構
成
の
結
果
で

あ
る
と
想
わ
れ
る
。
只
、
京
伝
が
馬
琴
と
異
る
の
は
、
京
伝
は
忠
実

な
孔
子

一
代
記
で
あ
る
大
聖
伝
執
筆
以
来
、
本
朝
水

濤
伝
に
触
発
さ

れ
て
、

氷
浄
伝
の
世
界
に
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
を
あ
て
は
め
て
忠
臣
水

潜
伝
を
試
作
し
た
り
、
酔
菩
提
の
世
界
に
稲
妻
表
紙
の
後
篇
を
続
行

さ
せ
よ
う
と
し
て

一
休
咄
、
山
姥
、

法
華
経
を
材
料
に
仰
い
で
綴
り

あ
わ
せ
て
本
朝
酔
菩
提
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、

高
尾
千
文
文
を
試

作
し
た
馬
琴
を
以
て
し
て
も
分

る
通
り
、

当
時

の
読
本
作
家
の
能
力

を
も

っ
て
し
て
は
、
創
意
を
も
る
に
到
ら
な
か

っ
た
。

京
伝
は
洒
落

本
に
お

い
て
通
気
粋
語
伝
、
黄
表
紙

に
お
い
て
梁
山

一
奇
談
、
天
剛

楊
柳
を
も
試
作
し
、水
濤
伝
に
挑
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
大
篇
水
潜
の

構
成
力

を
会
得
す
る
に
到
ら
な
な
か

っ
た
。
馬
琴
が
、到
頭
、水
濤
編

訳
を
も
刊
行
し
た
程
、捲
土
重
来
水
濤
に
食
い
下
り
、
南
総
里
見
八
犬

伝
を
構
成
す
る
に
お
い
て
、

そ
の
程
度

に
摂
取
し
得
た
水
潜
伝
の
構

成
力
は
、
京
伝
に
は
無
縁
で
あ
り
、
異
質
で
あ
っ
た
様
に
想
わ
れ
る

の
で
あ

る
。
京
伝
は
仮
名
草
紙
、
前
期
読
本
の
域

に
お
い
て
支
那
小

説
の
構
成
手
法
を
摂
取
し
た
と
思
わ
れ
る
。
.
本
草
紙
の
引
用
書
目
と

し
て
掲

げ
た
事
林
広
記
、
説
文
、

離
魂
記
は
実
は
さ
し
た
る
関
係

は

な
く
、

「
唐
の
代
の
名
妓
翠
翅
が
云
々
」
と
さ
り
げ
な
く
い
う
金
翅

伝
、
李
笠
翁

の
風
箏
誤
伝
奇
、
後
漢
書
、

十

八
史
略
等
か
ら
得
た
炉

婦
の
話
柄
等
を
、
山
州
名
跡
志
や
二
人
比
丘
尼
、
平
家
物
語
、

二
人

浅
間
、
石
言
遺
響
、
松
虫
鈴
虫
伝
説
等
々
か
ら
抽
出
し
て
来
る
と
同

じ
様
に
部
分
的
趣
向
と
し
て
摂
取
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
短
篇

、

中
篇
型
の
作
家
、
仮
名
草
子
的
構
成
力
を
資
質
と
し
て
、
所
謂
小
説

三
言
、
今
古
奇
観
と
い
っ
た
あ
た
り
に
、
又
日
夜
親
し
む
歌
舞
伎
、豫

浄
瑠
璃
の
場
面
構
成
に
緊
密
な
構
成
力
を
啓
蒙

さ
れ
る
と
こ
ろ
の
あ

っ
た
作
家
、
と
い
う
べ
き
で
は

あ
る
ま
い
か
と
想
う
次
第
で
あ
る
。


